
山地の草原に生育する多年草。茎は直立して、高さ50-100cm。根出葉は花期には枯れ、茎葉は上方のも

のは無柄になる。葉は3個の小葉よりなり、小葉は狭卵形で先がとがり、長さ3-5cm、縁に鋸歯がある。茎の

先は分枝して花序になり、多数の花をつける。花は7-9月に咲き、黄色で、径10mm。

生育地の草原とともに消失している。2020年版でCラン

クからBランクに変更した。

生育地である草原の保全が重要である。

B

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神河町、宍粟市、佐用町、豊岡市、養父市、香美町、丹波市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

バラ科

兵庫県ランク…ミツモトソウ
環境省ランク… －Potentilla  cryptotaeniae  Maxim.


